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まちの出来事をお届け

12
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た

篠
原 

実 

第
二
代
四
国
中
央
市
長
が
退
任

　

２
０
１
３
年
か
ら
３
期
12
年
に

わ
た
り
、
市
政
の
舵
取
り
を
担
っ
て

き
た
篠
原
市
長
が
、
４
月
27
日
に
任

期
満
了
を
迎
え
て
退
任
し
ま
し
た
。

　

４
月
25
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ

た
退
任
式
で
篠
原
市
長
は
、「
12
年

間
、
自
分
な
り
に
精
一
杯
や
っ
て
き

た
。
職
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
新
市

長
の
下
で
市
民
と
力
を
合
わ
せ
て
、

ま
ち
の
発
展
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、
駆
け
付
け
た
市
民
や
し
こ

ち
ゅ
～
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
庁
舎

を
後
に
し
ま
し
た
。

篠
原
市
政
の

歩
み
は
こ
ち

ら
で
紹
介
▼

　

４
月
17
日
、
市
の
花
ミ

ツ
マ
タ
と
「
紙
の
ま
ち
四

国
中
央
市
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

ミ
ツ
マ
タ
大
使
の
委
嘱
状

交
付
式
が
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
使
に
就
任

し
た
手
漉
き
和
紙
職
人
の

大
西
満
王
さ
ん
は
、「
肉

親
の
絆
」
と
い
う
ミ
ツ
マ

タ
の
花
言
葉
を
紹
介
し
、

「
多
く
の
方
に
ミ
ツ
マ
タ

の
花
を
愛
し
て
も
ら
え
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
意

気
込
み
ま
し
た
。

市
の
花
ミ
ツ
マ
タ
を
Ｐ
Ｒ

ミ
ツ
マ
タ
大
使 

大
西
満
王
さ
ん
に
委
嘱
状

　

今
年
３
月
に
四
国
高
速

道
路
開
通
40
周
年
記
念
式

典
を
行
う
な
ど
、
本
市
の

高
速
道
路
Ｐ
Ｒ
活
動
が
評

価
さ
れ
、
西
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
の
受
贈
式
で

同
社
の
後
藤
由よ

し
な
り成
四
国
支

社
長
（
写
真
中
央
右
）
は
、

「
今
後
も
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
と
安
全
に
努

め
、
ま
ち
の
発
展
に
貢
献

し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

高
速
道
路
の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献

ネ
ク
ス
コ
西
日
本
か
ら
感
謝
状

　

４
月
13
日
、
翠
波
高
原

で
菜
の
花
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
黄
色
に
彩
ら
れ
た

花
畑
が
行
楽
客
を
出
迎
え

ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
し
た
が
、
会
場
を

屋
内
に
移
し
て
行
わ
れ
た

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
、
特
産

品
の
即
売
会
を
楽
し
む
多

く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

春
の
雨
も
ま
た
成
長
の
糧
に

翠
波
高
原
で
菜
の
花
ま
つ
り
を
開
催

　

５
月
３
日
、「
瀬
戸
内

し
こ
ち
ゅ
～
寄
席
」
が
し

こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、本
市
出
身
の
講
談
師
・

神
田
鯉
花
さ
ん
が
出
演
し

ま
し
た
。
満
席
の
会
場
で

大
迫
力
の
講
談
を
披
露
し

た
鯉
花
さ
ん
は
、「
地
元

で
公
演
で
き
た
こ
と
が
本

当
に
う
れ
し
い
。
２
回
、

３
回
と
続
け
て
、
真
打
ち

に
昇
格
し
た
と
き
に
は
、

大
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
い
」

と
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

人
間
国
宝
・
三
代
目
神
田
松し

ょ
う
り鯉

門
下

講
談
師 

神
田
鯉り

か花
さ
ん
が
凱
旋
公
演



本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、ホーム
ページ「まちの話題」に
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４
月
26
日
、
土
居
町
蕪

崎
に
あ
る
則
友
祝の

り
ゆ
き幸
さ
ん

の
田
ん
ぼ
で
、
恒
例
の
学

校
給
食
米
田
植
え
体
験
会

が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た

児
童
と
保
護
者
約
２
０
０

人
が
、
ま
だ
冷
た
い
田
ん

ぼ
の
中
で
泥
に
足
を
取
ら

れ
な
が
ら
懸
命
に
苗
を
植

え
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
学
校
給
食

米
「
う
ま
そ
だ
ち
」
は
、

９
月
頃
に
給
食
で
提
供
さ

れ
る
予
定
で
す
。

地
産
地
消
を
親
子
で
学
ぶ

児
童
ら
が
学
校
給
食
米
の
田
植
え
を
体
験

　

５
月
９
日
、
金
生
川
ラ

バ
ー
ズ（
井
上
百
代
会
長
）

と
銅
山
川
漁
業
協
同
組
合

（
坂
上
正
則
代
表
理
事
組

合
長
）
に
よ
る
稚
鮎
の
放

流
事
業
が
、
金
生
川
と
銅

山
川
で
あ
り
ま
し
た
。

　

金
生
川
で
は
、
園
児
た

ち
が
小
さ
な
バ
ケ
ツ
か
ら

大
き
な
川
に
旅
立
つ
鮎
に

「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
と

声
を
掛
け
た
り
手
を
振
っ

た
り
し
て
見
送
り
ま
し

た
。（
27
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

き
れ
い
な
川
で
大
き
く
な
っ
て
ね

園
児
た
ち
が
稚
鮎
２
万
匹
を
放
流

　

認
定
こ
ど
も
園
三
島
幼

稚
園
で
は
、
毎
年
５
月
８

日
に
「
お
花
ま
つ
り
」
を

開
催
し
、
鼓
隊
演
奏
や
パ

レ
ー
ド
な
ど
で
地
域
と
の

交
流
を
深
め
、
お
互
い
を

思
い
や
る
心
を
育
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
日
は
、
同
園

の
年
長
児
17
人
が
大
西
市

長
を
表
敬
訪
問
し
、
お
花

ま
つ
り
の
報
告
と
日
頃
の

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、

花
束
と
甘
茶
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

園
児
た
ち
が
大
西
市
長
を
表
敬
訪
問

　

４
月
29
日
、
み
し
ま
児

童
セ
ン
タ
ー
で
子
ど
も
の

祭
典
が
開
催
さ
れ
、
紙

コ
ッ
プ
約
１
万
５
千
個
で

作
る「
紙
コ
ッ
プ
ラ
ン
ド
」

や
水
引
を
使
っ
て
鯉
の
ぼ

り
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
楽
し
む
親
子
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

紙
コ
ッ
プ
ラ
ン
ド
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
家
族

と
協
力
し
た
り
競
い
合
っ

た
り
し
な
が
ら
紙
コ
ッ
プ

を
積
み
上
げ
ま
し
た
。

大
型
連
休
最
初
の
祝
日
は
親
子
で
創
作
活
動

子
ど
も
の
祭
典
に
来
場
者
多
数

　

５
月
９
日
、
中
学
生
の

海
外
派
遣
や
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
な
ど
、
24

年
間
に
わ
た
り
本
市
と
交

流
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
国
立
オ
レ
ワ
カ
レ
ッ

ジ
か
ら
ウ
ィ
リ
ー
・
ウ
ォ

リ
ナ
ー
校
長（
写
真
中
央
）

ら
が
来
日
し
、
大
西
市
長

と
今
後
の
交
流
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
市
内
の
中

学
生
18
人
が
同
校
を
訪
問

す
る
予
定
で
す
。

国
を
越
え
た
教
育
交
流

国
立
オ
レ
ワ
カ
レ
ッ
ジ
校
長
が
表
敬
訪
問

　

４
月
24
日
、
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
の

協
賛
企
業
で
あ
る
株
式
会

社
伊
藤
園
（
本
庄
大
介
代

表
取
締
役
社
長 

執
行
役

員
）
が
取
り
組
む
「
わ
た

し
の
街
の
未
来
の
桜
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
記
念
植
樹

が
三
島
公
園
で
行
わ
れ
、

大
会
の
運
営
を
担
う
高
校

生
11
人
が
、
同
社
の
山
名 

悟
四
国
地
区
営
業
部
長
と

２
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

植
え
ま
し
た
。

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
会
の
成
功
を
願
っ
て

伊
藤
園
と
Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
ｓ
が
桜
を
植
樹

高
校
生
運
営
チ
ー
ム
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四国中央タイムス
令和７年 6月号

６
年
ぶ
り
の
快
挙

川
之
江
柔
道
会
が
全
国
大
会
に
出
場

　

川
之
江
柔
道
会
の
選
手

６
人
が
、
今
年
３
月
の
県

大
会
で
６
年
ぶ
り
に
団
体

優
勝
を
果
た
し
、
５
月
に

講
道
館（
東
京
都
文
京
区
）

で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
少

年
柔
道
大
会
」
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
、
４
月
14
日

に
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

全
国
大
会
に
懸
け
る
意
気

込
み
を
伝
え
、
県
代
表
と

し
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。

　

前
川
之
江
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
会

長
の
井
川
住
子
さ
ん
（
川

之
江
町
）
の
多
年
に
わ
た

る
活
動
が
た
た
え
ら
れ
、

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

井
川
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
振
り
返
り
、「
全

て
の
活
動
が
新
鮮
で
し

た
。
多
く
の
方
と
知
り
合

え
た
こ
と
、
話
が
で
き
た

こ
と
が
何
よ
り
の
財
産
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

25
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

井
川
住す

み

こ子
さ
ん
に
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　

５
月
１
日
、
福
助
工
業

株
式
会
社
（
井
上
雄
次
代

表
取
締
役
社
長
・
写
真
左
）

と
本
市
は
、
災
害
時
の
施

設
利
用
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、

４
月
に
完
成
し
た
同
社
の

新
本
社
事
務
所（
村
松
町
）

の
一
部
が
、
避
難
時
に
配

慮
が
必
要
な
妊
産
婦
や
小

さ
な
子
ど
も
が
い
る
家
族

な
ど
を
受
け
入
れ
る
「
福

祉
避
難
所
」
と
し
て
提
供

さ
れ
ま
す
。

新
し
い
本
社
事
務
所
を
福
祉
避
難
所
に

福
助
工
業
と
本
市
が
防
災
協
定
を
締
結

　

５
月
９
日
、
Ｈ
Ｉ
Ｔ
О

病
院
な
ど
を
運
営
す
る
、

石
川
ヘ
ル
ス
ケ
ア
グ
ル
ー

プ
（
石
川
綮
一
会
長
・
写

真
右
）か
ら
、ミ
ャ
ン
マ
ー

地
震
の
復
興
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
職
員
な
ど
か

ら
集
め
た
救
援
金
が
日
本

赤
十
字
社
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。同
グ
ル
ー
プ
で
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
外
国

人
技
能
実
習
生
38
人
が
、

医
療
や
介
護
の
現
場
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

仲
間
の
故
郷 

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
届
け
て
ほ
し
い

石
川
ヘ
ル
ス
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
が
救
援
金

　

４
月
22
日
、
四
国
中
央

警
察
署
と
自
衛
隊
、
市
消

防
本
部
な
ど
が
合
同
で
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
災
害

訓
練
を
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
地
震
で
警
察

署
が
使
え
な
く
な
っ
た
こ

と
を
想
定
し
、
同
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
た
警
備
本

部
と
市
災
害
対
策
本
部
が

連
携
し
て
、
情
報
の
共
有

や
負
傷
者
の
救
助
に
当
た

り
ま
し
た
。

そ
の
日
の
た
め
に
連
携
を
深
め
る

警
察
・
自
衛
隊
・
市
が
合
同
災
害
訓
練

　

５
月
８
日
、
土
居
町
北

野
に
あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ

「
あ
い
あ
い
北
野
」（
近
藤

タ
カ
ヱ
代
表
）
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
、
公
益
社
団
法
人

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
本

部
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
近
藤
代
表
は
、

「
も
っ
と
多
く
の
人
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
長

く
続
け
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
ま
し
た
。（
21

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

み
ん
な
で
楽
し
く
わ
い
わ
い
集
ま
る
場
所

「
あ
い
あ
い
北
野
」に
小
さ
な
親
切
実
行
章
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ページ「まちの話題」に
掲載しています

　

大
王
製
紙
株
式
会
社

（
若
林
賴
房
代
表
取
締
役

社
長
）
が
継
続
的
に
自
然

環
境
の
保
全
に
取
り
組
ん

で
き
た
上
柏
町
の
横
岡
山

社
有
地
が
、
環
境
省
か
ら

生
物
多
様
性
が
保
全
さ
れ

て
い
る
区
域
「
自
然
共
生

サ
イ
ト
」
に
認
定
さ
れ
、

５
月
９
日
に
市
役
所
で
認

定
証
の
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

自
然
環
境
保
全
活
動
を
高
く
評
価

大
王
製
紙
社
有
地 

自
然
共
生
サ
イ
ト
に
認
定

環
境
省
中
国
四
国
地
方
環
境
事
務
所
の
大
林
圭
司
四
国
事
務
所
長
（
写
真
右
）

か
ら
認
定
証
を
受
け
取
っ
た
大
王
製
紙
㈱ 

棚
橋
敏
勝
取
締
役
常
務
執
行
役

員
（
同
左
）

　

５
月
８
日
、
三
島
川
之

江
港
の
港
湾
運
送
事
業
者

で
構
成
さ
れ
る
三
島
川
之

江
港
港
運
協
議
会
（
石
川

裕
介
会
長
・
写
真
中
央
右
）

か
ら
、
輸
送
能
力
の
向
上

や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

な
ど
、
港
湾
施
設
の
機
能

強
化
を
求
め
る
要
望
書
が

大
西
市
長
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
大
西
市
長
は
、「
早

期
の
実
現
に
向
け
て
最
大

限
努
力
し
て
い
く
」
と
話

し
ま
し
た
。

物
流
新
時
代
に
対
応
し
巨
大
地
震
に
備
え
る
港
湾
を

三
島
川
之
江
港
港
運
協
議
会
が
要
望
書
提
出

　

５
月
11
日
、
紙
の
ま
ち
資
料
館
近
く

の
金
生
川
に
、
鮎
柄
の
鯉
の
ぼ
り
「
鮎

の
ぼ
り
」
が
架
け
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
生
川
の
環
境
保
全
活
動
な
ど
に
取

り
組
む
金
生
川
ラ
バ
ー
ズ
（
井
上
百
代

会
長
）
が
、
鮎
が
生
息
す
る
川
の
魅
力

を
伝
え
る
た
め
に
設
置
し
た
１
６
０
匹

の
鮎
の
ぼ
り
に
は
、
市
内
の
園
児
た
ち

に
よ
っ
て
似
顔
絵
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鮎
の
ぼ
り
は
、

６
月
14
日
ま
で
金
生
川
を
泳
い
で
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

稚鮎の遡
そじょう

上を応援！
金生川を
鮎のぼりがそよぐ

　

こ
の
ま
ち
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
子

ど
も
た
ち
に
四
国
中
央
市
の
明
る

い
未
来
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
め

に
、
市
政
を
善
進
さ
せ
る
と
い
う
決

し
て
平
坦
で
は
な
い
道み

ち
の
り程

で
あ
る
。

　

共
に
歩
む
仲
間
た
ち
と
味
わ
っ

た
当
選
の
歓
喜
か
ら
、
職
場
の
仲
間

た
ち
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
就
任

の
覚
悟
を
経
て
、
山
積
す
る
難
題
に

立
ち
向
か
う
日
々
、
腹
に
据
え
る
精

神
は
常
に
「
逆
風
満
帆
」。

　

前
か
ら
吹
い
て
く
る
強
風
を
心

地
良
い
と
思
え
！
そ
し
て
そ
の
風

を
全
身
で
受
け
止
め
、
推
進
力
に
変

え
て
力
強
く
前
へ
進
め
！
と
自
身

に
言
い
続
け
よ
う
…

　

令
和
７
年
４
月
20
日
、
大
西
賢
治

の
人
生
で
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
を
公

職
選
挙
法
が
開
い
て
く
れ
た
。

　

こ
の
四
国
中
央
市
に
お
い
て
参

政
権
を
行
使
し
、
投
票
行
動
を
行
っ

た
の
は
２
人
に
１
人
。
残
念
な
が
ら

有
権
者
の
約
半
分
が
そ
の
権
利
を

放
棄
し
た
。
明
ら
か
に
、
け
ん
じ
の

努
力
不
足
で
あ
る
と
猛
省
し
て
い

る
。「
こ
の
ま
ち
の
流
れ
を
変
え
る
」

と
い
う
志
を
も
っ
て
挑
ん
だ
は
ず

が
、
そ
の
思
い
が
市
民
・
有
権
者
の

半
分
に
も
届
い
て
い
な
い
。

　

更
に
、「
大
西
け
ん
じ
」
と
書
い

て
そ
の
賛
意
を
表
し
て
く
れ
た
人

は
５
人
に
１
人
に
満
た
な
い
。

　

そ
し
て
４
月
28
日
、
残
り
の
人
々

に
思
い
を
伝
え
続
け
る
４
年
間
の

自
分
と
の
闘
い
が
始
ま
っ
た
。

腹
に
据
え
る
精
神

四
国
中
央
市
長

　
大
西
賢
治

帆
！

満
風
逆ぎ

ゃ
く 

ふ
う

　
ま
ん

　
ぱ
ん


